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図６ 70MHzデータの判読（左から二ノ丸北面、二ノ丸西面、本丸千人殺し）

図５ 本丸千人殺し石垣の探査結果（70MHzデータ）
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図７ 二ノ丸北面石垣の探査結果（500MHzデータ）

図８ 二ノ丸西面石垣の探査結果（500MHzデータ）
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図９ 500MHzデータの判読（左から二ノ丸北面、二ノ丸西面）

探査に使用したアンテナ（70MHz）とカート
右のようにロープで吊り上げて使用した。
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探査の状況（左上：二ノ丸北面、右上：二ノ丸西面、下：本丸千人殺し）



南浦村古墳石碑に納められた人骨について

本部 裕美・竹中 正巳

１ 報告に至る経緯

南浦村古墳は、宮崎県延岡市熊野江町字外浜に所在し、

これまでに３回、発掘調査が実施されている。1940（昭

和15）年の第１次調査では、５基の箱式石棺（A〜E棺)１）

が発見された。このうち、C棺から臼歯１本と弥生土器

小片10点、D棺から歯４本、骨片２個、弥生土器片30点が

採集された（石川1968）。1979（昭和54）年の第２次調査

では、１基の箱式石棺が発見され、その中から人骨１体

（性別：女性、年齢：熟年）と弥生土器片２点が採集さ

れた（石川・内藤・分部1980、内藤・分部1980）。2012（平

成24）年の第３次調査では、南浦村古墳指定地境に立つ

石碑の下の地中から人骨が、石碑周辺からは弥生土器が

出土した。また、石碑の土台には、昭和三十年三月と刻

まれていた（延岡市教育委員会2013）。

遺跡名称については、1942（昭和17）年に宮崎県指定

史跡「南浦村古墳」となった。第１次調査の段階では特

に名称の記載はなく、第２次調査の報告書である『宮崎

県文化財調査報告書第22集』（以下、県報22とする）では、

熊野江積石塚第６号として報告されている。また、『宮

崎県史』では、南浦箱式石棺群として古墳時代の項に掲

載されている。

遺跡の年代をめぐって、第３次調査の出土土器は、弥

生時代後半〜終末期のものである（延岡市教育委員会

2013）。第１次・第２次調査時においても弥生時代の土

器が出土したと報告されている（石川1968・石川ほか

1980）。すなわち、「南浦村古墳」という指定名称ながら

も、土器の年代を根拠とすれば、弥生時代後半〜終末期

に造営された６基の石棺墓群とみるのが自然であろう。

発見された人骨のうち第２次調査のものは、宮崎県総合

博物館を経て、現在、宮崎県立西都原考古博物館に保管

されている。同人骨は、県報22の記載に沿って「熊野江

６号人骨」として登録・保管されている。

今回報告する人骨は、2012（平成24）年度から宮崎県

立西都原考古博物館で保管されている第３次調査で出土

した人骨である。石川（1968）によれば、第１次調査で

発掘された３基の棺内の人骨をほかの１棺に納めて葬り

直したとあることや、石碑建立の時期も考え合わせると

第３次調査時に石碑下から出土した人骨は第１次調査時

の出土人骨を再埋葬した人骨である可能性が高いと考え

られる。本稿では、これまで行われていなかった第３次

調査で出土した人骨の同定、観察および計測を行った結

果を報告する。

２ 人骨の個体数と番号

第３次調査では、約30個の人骨片が出土した。それら

の部位の同定や、骨質（厚さや密度）、筋の付着具合と隆

線の発達、また栄養孔の形状等から２体に分けられた。

この２体の人骨は、第1次調査時に発見された人骨でよ

いと考えられることから、熊野江Ⅰ号人骨・熊野江Ⅱ号

人骨と呼称する（図１〜３、写真１〜４、表１〜４）。両

人骨と判定されない歯や体肢骨片については、骨や歯の

種類ごとに番号を付与し、一覧表にまとめた（表５）。

３ 遺存人骨の種類と観察および計測の結果

3-1 熊野江Ⅰ号人骨（女性・成人）

遺存部位は、頭蓋の右側2/5、左上腕骨骨体、左右大腿

骨骨体、右脛骨と右腓骨である（図１・２、写真１・２、

表１〜４）。頭蓋と体肢骨は骨質からおそらく同一個体

と思われる。性別は、右側頭骨の乳様突起が小さいこと、

遺存している四肢骨が華奢であることから、女性と推定

した。

熊野江Ⅰ号人骨の眼窩は高い（表１）。また、島内・広

畑・旭台地下式横穴墓群から出土した女性人骨の大腿骨

と脛骨の計測値や示数と比べ、大腿骨の柱状性が強く、

脛骨の扁平性が高いことがわかる（表２・３）。この女性

は、比較した地下式横穴墓等から出土した他の南九州の

古墳時代女性よりも、普段から野山をよく歩き回るよう

な、よく足を使う生活をしていたと考えられる。

3-2 熊野江Ⅱ号人骨（性別不明・成人）

遺存部位は、脳頭蓋が1/3（前頭骨の一部、右頭頂骨）、

顔面頭蓋が下顎骨の骨体部と下顎右第１臼歯である（図

３、写真３・４）。熊野江Ⅰ号人骨と同様に、骨質から頭

蓋と下顎骨は同一個体と判断した。
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４ まとめ

宮崎県は地下式横穴墓からの古墳時代人骨の出土が多

い一方で、弥生人骨の出土は希少である。一方、北部九

州では甕棺墓から多数の保存良好な弥生時代人骨が出土

している。北部九州と南部九州の弥生人骨の資料数の差

は格段に大きく、現在のところ弥生人骨に関する比較研

究も行えない状況である。今回の研究により、宮崎の新

たな弥生時代人骨資料が増加した意義は大きく、今後の

宮崎県下の弥生人骨の更なる資料増に期待したい。

【註】

１）『宮崎県の考古学』ではA〜E棺と表記されているが、『宮崎県史』

では１〜５号と表記されている。
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(右)眼窩高52

41(右)眼窩幅51

熊野江Ⅰ
(女性・成人)

計測項目Martin's No.

(85.4)(右)眼窩示数52/51

(35)

表� 頭蓋計測値（㎜）および示数

-----

島内***

(左)

旭台**広畑*
熊野江
石棺�

(女性・熟年)
計測項目

Martin's
No.

24.8523.012629(右)骨体中央矢状径6

MnMnMn

-

(右)骨体中央横径7

23.8524.0325.842428(左)

24.34

325.342526(左)

23.5424.4523.012625

76.3478.2572.01-87(右)骨体中央周8

24.2523.7

25.01--(右)骨体上横径9

75.8576.0379.54-85(左)

10

28.8528.7328.01--(左)

28.0427.03

1--(左)

20.8421.7320.01--(右)骨体上矢状径

103.44102.15100.01100.0116(右)骨体中央断面示数6/7

20.4520.7125.0

--(右)上骨断面示数10/9

98.75101.63102.0496.0107.7(左)

572.1389.31--(左)

74.1480.4380.01

熊野江Ⅰ
(女性・成人)

20.33------(右)長厚示数8/2

21.91

71.9

表� 大腿骨計測値（㎜）および示数の比較（成人女性）

広畑*：広畑地下式横穴墓群（宮崎県えびの市）
旭台**：旭台地下式横穴墓群（宮崎県高原町）
島内***：島内地下式横穴墓群（宮崎県えびの市）
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n
島内**旭台*

熊野江
石棺�

（女性・熟年）

熊野江Ⅰ
(女性・成人)

計測項目
Martin's
No.

-(左)

25.7327.33-29(右)中央最大径8

MｎM

19.0319.33-19(右)中央横径9

26.8424.8429

72.7373.03-76(右)骨体上矢状径10

19.5417.5420-(左)

31.03-34(右)栄養孔位最大径8a

74.5467.54--(左)

-20(右)栄養孔位横径9a

29.6728.33--(左)

28.77

(右)栄養孔位周10a

19.5819.03--(左)

18.1721.73

10b

78.7677.73--(左)

77.9783.73-88

565.5272-(左)

65.7369.01-70(右)骨体最小周

469.0-(左)

69.4570.73-65.5(右)中央断面示数9/8

65.6

-(左)

63.6769.83-58.8(右)栄養孔位断面示数9a/8a

73.0471.0

65.5767.33-

表� 脛骨計測値（㎜）および示数の比較（成人女性）

(右)中央最大径2

熊野江Ⅰ
(女性・成人）

3/2

46(右)中央周4

計測項目Martin's No.

66.7(右)骨体中央断面示数

10(右)中央最小径3

15

表� 腓骨計測値（㎜）および示数

旭台*：旭台地下式横穴墓群（宮崎県高原町）
島内**：島内地下式横穴墓群（宮崎県えびの市）
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写真� 熊野江Ⅰ号人骨（女性・成人）
頭蓋（右側面観）

写真� 熊野江Ⅰ号人骨（女性・成人）頭蓋（正面観）

図� 熊野江Ⅰ号人骨 体肢骨遺存部位（色塗り部分）

図� 熊野江Ⅰ号人骨 頭蓋遺存部位（色塗り部分）
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図３ 熊野江Ⅱ号人骨 頭蓋遺存部位（色塗り部分）

写真� 熊野江Ⅱ号（性別不明・成人）頭蓋（脳頭蓋）

写真� 熊野江Ⅱ号（性別不明・成人）頭蓋（下顎骨）
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No.�：右上顎犬歯 No.�：左上顎第1大臼歯 No.�：左上顎第�大臼歯歯

右：第�中足骨が遺存足

左：脛骨骨体が遺存

寛骨

脛骨

左：膝窩面から左大腿骨遠位部骨端が遺存

左：尺骨遠位部骨体が遺存尺骨

大腿骨

遺存状況同定部位

右：弓状線周辺が遺存

左：橈骨近位部骨体が遺存橈骨

表
 熊野江Ⅰ・Ⅱ号人骨以外の人骨の遺存状況



西都原考古博物館における博物館実習の現状と課題

永友 良典

１ はじめに

宮崎県立西都原考古博物館（以下、考古博物館）は、

2004（平成16）年４月に開館した考古専門の登録博物館

である。特別史跡西都原古墳群と一体となったフィール

ドミュージアムとして、調査・研究、資料の収集、展示、

教育普及のほか、古墳群の保存整備とそれに伴う発掘調

査、付属施設の古代生活体験館での土器つくりや勾玉つ

くり等の古代生活体験、学術文化交流協定を締結した韓

国や台湾の博物館等機関との共同研究や職員の交流、共

同展示会等の国際交流など幅広い活動を行っている。ま

た、団体対応やボランティアガイドなどの業務を博物館

運営支援業務としてNPO法人に委託している。

学芸・教育普及業務は学芸普及担当として一本化され

ており、2016（平成28）年度は学芸員資格を持つ職員６

名と教育普及担当の教員出身の職員１名からなる。

２ 博物館実習生の受け入れ

考古博物館では開館翌年の2005（平成17）年度から博

物館実習生の受け入れをおこなっている。実習では学芸

員資格を持つ学芸員１名が担当しており、受け入れの手

続きやカリキュラム作成、実習中の実習生対応、実習終

了後の評価表作成等を担当する。実習の対応は学芸普及

担当の職員の他、資料整理や保存処理担当、及び古代生

活体験館の専門員らが指導に当る。

考古博物館では受け入れ要項等の作成は行っていない

が、県内の大学・大学院に在学する者または県外の大学・

大学院に在学する県内出身者で、文部科学省令が定める

博物館に関する科目を修得済み若しくは習得見込みの学

生を原則、受け入れている。考古学や文化財学、歴史学

等の専攻以外の学生も受け入れている。

年間の受入数は、2005（平成17）年度は７名、2006（平

成18）年度は２名、以下、2007（平成19）年度６名、2008

（平成20）年度２名、2009平成（平成21）年度５名、2011

（平成23）年度２名、2012（平成24）年度１名、2013（平

成25）年度１名、2015（平成27）年度２名、2016（平成28）

年度１名で12年間に19名を数える。

大学別では茨城大学、筑波大学、東京学芸大学、大東

文化大学、駿河台大学、静岡大学、立命館大学、広島大

学、山口大学、高知大学、福岡女子短期大学、東海大学、

宮崎大学、九州保健福祉大学、南九州大学、ユニバーシ

ティー・カレッジ・ロンドンの学生を受け入れている。

実習生の専攻は考古学や文化財学、保存科学、歴史学の

学部・学科以外にも環境園芸学部、農学部応用食物学科、

薬学部、短期大学等の学生もいる。実習期間は毎年７月

下旬から９月上旬の期間のうち10日間の日程で行ってい

る。

３ 博物館実習の内容

考古博物館ではこれまで10日間の日程で実習を実施し

てきた。実習内容は表１のとおり、遺物整理や収蔵整理、

鉄製品の保存処理、台帳登録やデータベース登録作業等、

考古学関連の実習のほか、展示作業補助や博物館講座の

準備、講座補助、講演会等の準備や対応、考古博物館少

年団活動の補助、古代生活体験館での講座準備や体験指

導補助、ボランティアガイド活動体験などの教育普及活

動、整備事業に伴う古墳の調査実習等を行っている。

さらに、実習ではいくつか課題実習を課している。

ひとつは展示企画展の企画立案の課題である。展示室

考古研究室コーナーに14.5cm四方のキャプションをた

て４枚×よこ４枚の計16枚貼り合わせた解説パネルがあ

り、「日向の古人骨」、「埴輪が語る」、「文献に見る古代日

向」等のテーマで文字や図、写真等を使って詳細に解説
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７日目

古墳群の解説実習、展示企画展パネル作成６日目

資料の取扱い（梱包等）、展示企画展パネル作
成

５日目

調査研究の方法（探査・測量・分析等）４日目

展示の手法、遺物保管と整理、社会教育との連
携、少年団活動、体験館製作体験活動

３日目

学芸普及班の業務、展示企画展の立案２日目

考古博物館の概要、施設見学、館長講話１日目

実習内容

遺物の写真撮影、実習まとめ10日目

副館長講話、展示企画展展示作業９日目

古墳群調査、展示企画展パネル作業８日目

学校との連携、講座等の普及事業の説明
NPOとの連携、展示企画展パネル作成

表１ 2005（平成17）年度実施の実習プログラム



している。課題ではこのコーナーを使って、大学での研

究テーマや考古博物館や西都原古墳群に関するテーマか

ら展示企画展のテーマを考えパネル作成を行い、１区画

を使って展示する。過去には「古墳時代の人々の住まい

〜火処を中心に〜」、「江戸の博物館」等のテーマで企画

展示が行われている。他にも、考古博物館の展示につい

て、自らの視点から見た展示室の長所と短所を実習当初

と終了時で考え感想をまとめる課題や収蔵資料のデータ

ベース等を作成する課題を実施している。

４ 博物館法改正後の博物館実習

博物館実習は当初から単位数３で、そのうち２単位分

が館園実習とされ多くの博物館で12日間から10日間を実

習期間の当ててきたが、2009（平成21）年４月に文部科

学省から出された「博物館実習ガイド」は見学実習や実

務実習などの学内実習を２単位以上、館園実習を１単位

相当以上とし、学内実習の充実と館園実習の軽減を図っ

ている。その結果、館園実習の時間数を延べ30時間から

45時間程度以上、実習期間を５日以上としている。

当館では、受け入れ当初から実習期間を10日間で実施

しており、改訂後も移行期間として10日間を維持してき

たが、今年度初めて６日間の短縮版で実施した。

短縮版では、表２のとおり展示企画展のパネル作成時

間の短縮や展示作業の省略、解説体験の取りやめ、講義

内容の精査などで対応し、遺物整理や収蔵庫整理、古代

生活体験館での体験指導や考古博物館少年団活動の補助

等の実習活動は継続し、新たに文化財IPMの実践等の実

習活動を取り入れた。課題実習については事前に実習生

に説明し企画案を考えておく方法で対応した。

５ 博物館実習の課題と対応

博物館実習については、依頼側の大学と受け入れ側の

博物館からそれぞれ問題点が指摘されている。大学から

は受け入れ博物館の確保が困難な点、博物館の受け入れ

体制が不十分な点、実習内容が曖昧な点等上げられてい

る。一方、博物館から実習内容に対する大学からの要望

や評価項目が曖昧である点、資格取得を目的に履修する

学生が多く実習への取り組む意欲に大学間で格差がある

点、実習生の受け入れ自体が大きな負担となっている点

等、両者が抱える課題も多い。

考古博物館では博物館実習の受け入れ条件や実習内容

について現在は公開しておらず何らかの情報発信は必要

である。大学に対しては実習内容に対する博物館への要

望や評価項目の明示、大学での学内実習の充実と博物館

に関する教科の確実な履修、考古学等を専攻する実習生

には最低限必要な専門知識や技術の修得等をお願いした

い。さらに、大学内で実習生の選考も必要と思われる。

博物館実習の課題には制度の見直しや体制の整備等が

必要であるが、現状で実習をやりやすくするには大学と

博物館との連携が重要といえる。

考古博物館では基本理念の中で「次世代を担う人材育

成に寄与する博物館」を施設コンセプトとしてうたって

いる。実習生には学芸員を目指す学生のほか、博物館に

興味を持つ学生、資格取得を目的とした学生も多い。こ

れらの実習生に対し考古博物館では、実務体験を通して

博物館の現状や学芸員の仕事を直に学んでもらい、学芸

員を目指す学生が実習で得られた体験や知識を将来の実

務に活かせるために、他の実習生が博物館の良き理解

者・支援者として「博物館サポート」となってもらうた

めに、すべての実習生が次世代を担う人材として育って

くれるような実習を基本としている。

【参考文献】

これからの博物館の在り方に関する検討協力会議編 2009「学芸員

養成の充実方策について」『これからの博物館の在り方に関する

検討協力者会議 第２次報告書』

文部科学省 2009 『博物館実習ガイドライン』

株式会社丹青社 2009 平成20年度文部科学省委託事業『大学にお

ける学芸員養成課程及び資格取得者の意識調査報告書』
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展示企画展まとめ、実習まとめ６日目

遺物保管と整理、資料の取扱い、展示企画展パ
ネル作成

５日目

普及事業（講座）活動、展示企画展パネル作成４日目

考古博物館少年団活動、古代生活体験館活動、
展示企画展パネル作成

３日目

文化財IPM実践、古墳調査、講話２日目

考古博物館の概要、学芸普及業務の概要、
施設見学、展示企画展の立案

１日目

実習内容

表� 2016（平成28）年度実施の実習プログラム



体験・実験講座成果報告
−「古代の塩づくり」の実践−

田中 敏雄

１ はじめに

多湿多雨な気候風土の日本は、岩塩や塩湖などの塩資

源に恵まれず、海水から塩を得ていた。

海水からの塩づくりは、縄文後期から晩期頃の関東地

方で始まり、東北地方へ広がるが、この製塩技術は弥生時

代中期ごろまでに途絶えてしまう。それとほぼ同時期に

瀬戸内地方では、新たな製塩技術が西日本を中心に広がっ

ていく。その中で使用されたのが、「製塩土器」である。

今年度実施した「古代の塩づくり」は、当館において

これまでに実践のない講座である。初めての取組である

ため、今年度実施した講座の準備から講座までの取組を

紹介し、その成果および課題について述べていきたい。

２ 事前準備および実験

前述したが、日本では海水から塩を得るために、これ

までに各地でさまざまな製塩方法が用いられてきた。製

塩の基本工程は、以下の�工程である。

①採
さい

鹹
かん

製塩に適した濃度まで塩分濃度を高めた塩水（鹹
かん

水
すい

）

を作る。海水の塩分濃度約�％を、10〜25％程度に高

める。飽和食塩水は、濃度約25〜26％である。

②煎
せん

熬
ごう

鹹水を煮詰めて、塩の結晶化を促す。

③焼
やき

塩
しお

煎熬で得た粗塩を焼いて精製する。

今回の講座は、工程②の煎熬を体験してもらうため、

工程①の採鹹と煎熬に必要な製塩土器の制作から始め

た。なお、工程③の焼塩については講義のなかで説明し、

体験は実施しなかった。

2−1 採鹹（写真�）

宮崎県北部の延岡市北浦町下阿蘇海岸�）の海水を

60ℓ準備した。

今回は、鉄の羽釜で天然の海水を煮詰める方法をとり、

60ℓの海水を約10ℓまで煮詰めた。計算上、�ℓから約25g

の塩が採れるが、60ℓの海水から約1500gの塩を作るため

に、相当な量の燃料（木材）が必要になることが分かった。

2−2 製塩土器の制作

今回は、九州地方で初めて確

認された古墳時代の製塩土器

である天草式製塩土器（図�、

写真�）と体験者用の製塩土器

（写真�）を制作した。

天草式製塩土器�）は、実測

図を基に忠実に再現した。体

験者用は、県内で発掘された製塩土器（布痕のある土器）

をモデルに制作した。実際の土器は丸底であるが、実験

時に安定するように平底で制作した。

2−3 事前実験（工程②煎熬実験）

①天草式製塩土器の場合（写真%〜６）

不安定な形であるため、脚部を支えるための土器を

セットし、周りに燃料（木材）を置き、鹹水は土器の

８割程度入れて、「煎熬」をスタートした。火力が強い

ため、鹹水はすぐに沸騰し始めたが、土器の碗とくび

れ部の間の表面が剥がれ落ち、亀裂が入り、鹹水が漏

れ始めた。直接土器に火が当たるような強い火力で加

熱すると煮詰めていくことができないことを確認する

ことができた。強力な火力に薄い器壁が耐えられない

ことが原因であると考えられる。

②体験者用製塩土器の場合（写真７〜９）

土器は、器壁の厚みの違うものを用意した。加熱は

直火ではなく、炭を使って煮詰めることにした。また、

天然の海水（延岡市北浦町下阿蘇）の鹹水と濃度25％

の飽和食塩水の�種類を煎熬した。

まず、土器を湿らせ、それぞれの土器に鹹水と食塩

水を入れ、加熱していく。約�時間加熱し、粗塩が完

成した。

器壁の厚さによる違いは、ほとんど見られなかった。

しかし、加熱中に土器の底部の表面が薄く剥がれ落ち

る現象が見られた。ある程度の器壁の厚さが必要であ

ることを確認することができた。

鹹水と食塩水の違いは、顕著に見られた。飽和食塩

水の土器は外側表面が全体的に白くなり、塩の結晶は

鮮やかな白色になった。一方、海水からの鹹水の土器
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図� 天草式製塩土器
模式図



の外面は白くならず、塩の結晶も鮮やかではなかった。

飽和食塩水に用いた食塩は科学的に作られた化合物

であること、海水には様々な成分が含まれることでこ

のような違いが出たと考えられる。粗塩の味も当然で

あるが、普通の食塩よりまろやかな塩味であった。

�つの事前実験の結果から、講座では直接火を当て

ずに煮詰めていくことにした。体験者用製塩土器は、

約�時間で粗塩ができることが確認できた。

３ 講座の実際（写真10∼13）

講座名：「古代の塩づくり」

期 日：平成28年６月%日（土）

場 所：古代生活体験館

参加者：20名（小学生�名、大人18名）

まず、鹹水を作るために労力や燃料がかかることを伝

え、実際に復元製作した製塩土器による実験を始めた。

①土器に鹹水（0.4ℓ）を注ぎ、炭火にかける。強い炎で

一気に煮詰めようとすると土器が割れるため、炭火で煮

詰めていく。

②20分ほどで鹹水が沸騰し始める。

③40分ほどで土器の内面に塩の結晶ができ始める。

④�時間ほど経過し、ある程度水分がなくなってきた時

点で炭火から外して冷ます。土器は熱を保つ性質があ

るため、冷ましている間の余熱で水分がさらになく

なっていく。

⑤土器がある程度冷めて粗塩（約60ｇ）の完成とした。

鹹水を煮詰めている間は、当館学芸員による「古代の

塩づくり」についての講義、おやつ（北浦の塩を使っ

たメレンゲ）を食した。

最後に、できあがった粗塩できゅうりやゆで卵を食べ、

余った分の塩をビン詰にして持ち帰った。

【アンケートより】

○講座について

「満足：15名」「おおむね満足：�名」（回答17名）

○感想

「体験できてよかった。」「土器で塩をつくっていた方法

に驚いた。」「大変勉強になった。（%名）」「味見のできる

体験があったのでよかった。」「お土産がありうれしかっ

た。」「丁寧な説明でわかりやすかった。」「たくさんの塩

ができて驚いた。」「とてもとてもうれしい講座だった。

お塩を大切に使いたい。」

４ まとめ

平成28年度企画展Ⅰ「藻塩焼く」の関連講座として「古

代の塩づくり」に取り組んだ。

人々は、大昔から生活の中で塩をあらゆる場面で必要

としてきた。調理の味付け、食料を長期保存するため、

牛や馬を養っていくためなど、塩は必要不可欠なもので

ある。

今回、この実験・講座を通して、塩を海水から得るた

めには、燃料となる木材と作業時間がかなり必要である

ことが確認できた。

また、天草式製塩土器について新たな知見を得ること

ができた。天草式製塩土器は、当時の生産地で大量に脚

部が出土する事から、碗部から脚部を外して消費地へと

運ばれていったと考えられている。しかし、その外し方

については、不明確であった。今回の実験において、煎

熬ののち、碗部を持ち上げると自然に脚部が外れること

が分かったのである。この結果より、一見不安定な脚部

は、碗部から簡単に外れるという利点のある形状であっ

たと考えられる。（写真14〜16）
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【註】

１）北浦町下阿蘇は、現在でも製塩を行っている。道の駅では、昔、

この地域で行われていた塩づくり（揚浜式塩田）の説明から、現

在の塩づくりのこと、塩の一般的な知識などを網羅した展示がさ

れている。製塩所が位置する下阿蘇ビーチは、環境省が定める『全

国快水浴場百選・海の部特選』に九州で唯一選ばれている美しさ

を誇る。

２）古墳時代、宇土半島や天草諸島の有明海沿岸地域などで用いら

れた天草式製塩土器は、大きくない湾する碗形の器の下部に細長

い脚部がつくワイングラスのような形状を呈する。九州地方で初

めて確認された古墳時代の製塩土器として知られている。（藤本

2014）

【参考文献】

髙木恭二 2015『三角浦につながる古代の宇土半島交通路』宇城市

教育委員会世界遺産推進室

藤本貴仁 2014「消費地出土の天草式製塩土器」『有明海・八代海沿

岸地域における古墳時代墓制の研究』熊本大学文学部

佐原 真 1996『食の考古学』東京大学出版社、72〜81頁

【挿図出典】

図１：近藤1974より転載。
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写真１ 採熬（鉄の羽釜で海水を煮詰める）

写真３ 体験者用製塩土器

写真５ 事前実験①（天草式製塩土器）

写真７ 事前実験②（体験者用製塩土器）

写真２ 天草式製塩土器（天地逆）

写真４ 事前実験①（天草式製塩土器）

写真６ 事前実験①（天草式製塩土器）

写真８ 事前実験② 左：飽和食塩水 右：海水
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写真９ 事前実験② 左：飽和食塩水 右：海水

写真11 講座当日 煎熬②

写真13 できた粗塩でゆで卵ときゅうりを食す

写真14 天草式製塩土器（煎熬）

写真10 講座当日 煎熬①

写真12 「古代の塩づくり」についての講義

写真15 天草式製塩土器（碗部）

碗
部

脚
部

写真16 天草式製塩土器（碗部と脚部）
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